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4月から始まりました7

■

■

■

l

β

町
の
情
報
を
公
問
し
ま
す

4
月
か
ら
始
ま
っ
た
情
報
公
開
制
度
と
は
、
町
が
保
有

す
る
情
報
を
町
民
の
み
な
さ
ん
の
請
求
に
応
じ
て
開
示
す

る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
個
人
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、

町
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
公
正
で
わ
か
り
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◎

町
民
が
主
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

田
情
報
公
開
制
磨
っ
て
？

匡
情
報
公
開
制
度
と
は
、
み
な

さ
ん
が
行
政
機
関
の
持
っ
て
い
る

情
報
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
、

そ
の
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。制

度
の
実
施
機
関
は
、
町
長
、

教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
及
び
議
会

で
す
。そ

し
て
、
実
施
機
関
が
持
っ
て

い
る
情
報
は
特
別
な
理
由
が
な
い

限
り
、
公
開
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
開
か
れ
た
行
政

を
実
現
し
、
み
な
さ
ん
の
町
政
に

対
す
る
理
解
と
信
頼
を
一
層
深
め
、

行
政
へ
の
住
民
参
加
、
町
民
が
主

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

田
ど
ん
な
人
が
開
示
を

請
求
で
き
る
の
？

画
情
報
の
開
示
を
粟
で
き
る

の
は
次
の
方
々
で
す
。

●
町
内
に
住
所
が
あ
る
人

●
町
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
持

つ
個
人
や
法
人

●
町
内
の
事
務
所
・
事
業
所
に
勤

㊨

務
し
て
い
る
人

●
町
が
行
う
事
務
又
は
事
業
に
利

害
関
係
が
あ
る
人

田
開
示
の
対
象
と
な
る

情
報
は
？

回
実
施
機
関
に
お
い
て
、
職
員

が
仕
事
を
進
め
て
い
く
う
え
で
作
成
、

ま
た
は
手
に
入
れ
た
文
書
、
図
書
、

写
異
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
の
う
ち
、

次
の
も
の
が
開
示
の
請
求
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

●
平
成
十
三
年
四
月
一
日
以
降
に

作
成
、
ま
た
は
、
取
得
し
た
も

の
●
保
存
年
限
が
永
年
の
も
の
で
、

開
示
の
請
求
が
あ
っ
た
時
点
で

整
理
が
で
き
て
い
る
も
の
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公開の請求から公開までのしくみ

公開窓口
（相談・受付）

⑳

⑳

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す

①公開の請求
（請求書の手出）

・　　〉

く　　・
④公文書の公開

（卦決定通知書
の送付

町の担当課

（公開するかどう

かを15日以内に

お知らせします。）

公開は、決定通知書に記

載してある日時・場所で

行います。

なお、決定に不月的ミある

場合は、右の窓口に不服

申立てすることができます。

田
公
開
出
来
な
い
情
報
も

囲
情
報
は
公
開
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
情
報
が

記
録
さ
れ
て
い
る
文
書
に
つ
い
て

は
開
示
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
法
令
ま
た
は
条
例
で
開
示
で
き

な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る

情
報

●
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害

す
る
情
報

●
法
人
や
団
体
の
情
報
で
、
開
示

す
る
と
そ
の
法
人
・
団
体
に
不

利
益
を
与
え
る
も
の

●
個
人
の
生
命
や
財
産
の
保
護
、

公
共
の
安
全
等
に
危
機
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
情
報

●
審
議
・
検
討
・
協
議
中
の
情
報
で
、

開
示
す
る
こ
と
で
率
直
な
意
見

交
換
や
公
正
な
意
思
決
定
に
支

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も

の
●
監
査
・
検
査
・
争
訟
・
契
約
等

の
情
報
で
、
開
示
す
る
と
事
業

の
執
行
に
著
し
く
支
障
を
及
ぼ

す
も
の

●
町
と
国
・
県
等
と
の
協
議
に
基

づ
く
情
報
で
、
開
示
す
る
と
国

等
と
の
協
力
・
信
頼
関
係
が
損

な
わ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

た
だ
し
、
開
示
で
き
な
い
情
報
が

記
録
さ
れ
て
い
る
文
書
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
部
分
を
除
い
て
一
部
を
開
示

で
き
る
部
分
は
開
示
し
ま
す
。

請
求
か
ら
開
示
ま
で
の
流
れ

ヨ
請
求
か
ら
開
示
ま
で
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

国
情
報
の
開
示
を
求
め
る
人
は
、

所
定
の
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
役
場
総
務
課
に
提
出
し

ま
す
。

請
求
を
受
け
た
実
施
機
関
で
は
、

開
示
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
十
五

日
以
内
に
、
情
報
を
開
示
す
る
か

し
な
い
か
を
決
定
し
、
そ
の
結
果

を
請
求
者
に
通
知
し
ま
す
。

や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と

き
は
、
決
定
ま
で
の
期
間
を
四
十

五
日
以
内
の
範
囲
内
で
引
き
延
ば

す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、

請
求
者
に
そ
の
期
間
・
理
由
を
通

知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

情
報
の
開
示
を
決
定
し
た
場
合
、

通
知
書
で
指
定
し
た
日
時
・
場
所

で
閲
覧
や
視
聴
、
写
し
を
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
際
、
閲
覧
や
視
聴
は
無
料

で
す
が
、
写
し
を
と
る
場
合
、
ま
た
、

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
の

費
用
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

田
決
定
に
不
服
が
あ
る

画
不
開
示
の
決
定
を
う
け
た
署
、

そ
の
決
定
を
不
服
と
す
る
人
は
、

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、
通
知
の
翌
日
か
ら
六

十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。不

服
申
立
て
を
受
け
た
実
施
機

関
は
、
鳥
取
県
西
部
町
村
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
諮

問
し
、
審
査
会
の
意
見
を
尊
重
し
て
、

再
度
開
示
す
る
か
し
な
い
か
の
判

断
を
行
い
ま
す
。

※
情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
役
場
総
務
課
ま
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

㊤
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被
災
地
が
一

つ
に
な
っ
て

／二三迦
4

も●；、

本
町
の
防
災
関
係
者
と
神
戸
市

魚
崎
町
の
住
民
な
ど
が
参
加
し
て
、

江
府
町
御
机
の
奥
大
山
ス
キ
ー
場
で
、

三
月
二
十
四
日
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
神
戸
市
か
ら
魚
崎

町
協
議
会
の
自
主
防
災
組
織
メ
ン

バ
ー
十
二
人
の
ほ
か
、
市
職
員
、

消
防
局
貝
や
医
師
、
看
護
婦
な
ど

三
十
五
人
。
本
町
か
ら
は
、
消
防

団
員
や
江
府
消
防
署
貝
な
ど
お
よ

そ
六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
午
前
六
時
に
本
町
で

震
度
5
強
の
地
震
が
発
生
、
雪
崩

で
農
林
業
資
料
館
が
倒
壊
し
、
人

が
閉
じ
込
め
ら
れ
た
と
想
定
。

⑳

神
戸
市
か
ら
の
救
援
隊
は
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
支
援
車
・
バ
ス
に

分
乗
し
て
、
奥
大
山
ス
キ
ー
場
の

現
地
対
策
本
部
に
到
着
し
ま
し
た
。

す
ぐ
に
、
け
が
人
の
救
出
に
向
い
、

医
師
の
待
機
す
る
仮
設
テ
ン
ト
に

搬
送
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
は
、

周
辺
の
映
像
が
送
ら
れ
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
画
面
に
映
し
出
さ
れ
ま

し
た
。炊

き
出
し
な
ど
も
あ
り
、
大
き

な
地
震
で
災
害
の
恐
ろ
し
さ
体
験

し
て
い
る
参
加
者
は
、
真
剣
そ
の

も
の
。
黙
々
と
訓
練
を
行
な
っ
て

い
ま
し
た
。
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助
け
合
い
の

気
持
ち
を

㊥神戸から到着後、仮設テントが設営された

阪
神
淡
路
大
震
災
の
と

き
は
、
一
面
焼
け
野
原
。
′
〆
1モiiF

岩佐　治さん（54歳）

会
社
の
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

で
病
院
な
ど
に
何
日
も
水

を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
の
地
震
を

体
験
し
、
み
ん
な
の
防
災
に
対
す
る

意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。
訓
練
に
も

多
く
の
人
が
熱
心
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
、
こ
の
訓
練
に
も
参
加
希
望

者
が
よ
う
け
あ
り
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
時
の
助
け
合
い
の
気

持
ち
。
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

◎

●ヘリコプターからの映像がコンピューター
に映し出された

廿‾‾】訂

Il　〝　こ∴・

「‾‾・・和

義㍉∵守＿∴
●訓練後の交流会
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誓長野で
j王命二
モヽ

」ノーノ

早
春
の
江
府
町
を
飾
る
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
三
月

四
日
御
机
の
大
山
鏡
ケ
成
国
民
休
暇
村
の
林
間
コ
ー
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年

は
例
年
に
な
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
地
元
は
も
と
よ
り
関
西
・
中
四
国
・
九
州
な
ど

か
ら
お
よ
そ
三
〇
〇
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

休
暇
村
前
広
場
で
の
開
会
式
で
は
、
大
会
長
の
福
田
町
長
が
　
「
大
自
然
の
中
で
、

み
な
さ
ん
と
友
情
と
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
感
動
と
希
望
に
満
ち
た
大
会
に
し
て
く

だ
さ
い
」
　
と
選
手
を
激
励
。

大
会
は
、
三
〇
㌔
か
ら
五
㌔
ま
で
の
八
種
目
と
歩
く
ス
キ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

真
っ
青
に
晴
れ
上
が
っ
た
空
の
下
、
わ
れ
先
に
と
ス
キ
ー
を
滑
ら
せ
る
上
級
者
か
ら
、

応
援
の
家
族
に
手
を
振
る
マ
イ
ペ
ー
ス
派
ま
で
、
思
い
思
い
に
滑
走
し
て
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
江
府
町
婦
人
団
体
協
議
会
の
団
子
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
大
好
評
。

競
技
を
終
え
お
腹
を
す
か
し
た
選
手
た
ち
が
、
何
杯
も
お
替
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

、、＼一・、

⑳

⑳
コ
ー
ス
に
ネ
ッ
ト
を
は
る

¢
雪
質
に
あ
わ
せ
ス
キ
ー
に

ワ
ッ
ク
ス
を
か
け
る

Soumu
四角形
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○流行のファッション（？）に身をつつんだ選手

ス
キ
ー
マ
弓
ソ
ヽ
′
幡

疲
れ
る
け
ご
啓
ぜ
か
楽
し
い

芦田　泰・美代さん（岡山県）

5年前から毎年夫婦で歩くス

キーの部に参加しています。

スキーをはくのはこの大会だけ

です。雄大な景色と会話を楽し

みながらを汗をかくのは心地よ

い。今日は天気が良くて最高で

す。

茂上智之さん（鳥取県）

小学生の頃から毎年参加して

います。今、県の強化選手なの

で、今日は、タイムと目標の選

手に勝つことを意識してすべリ

ました。大学でもスキーの距離

競技を続けるつもりです。

・
競
　
技
　
成
　
績
・

■
3
0
キ
ロ
　
（
一
般
男
子
）

一
位
　
宮
脇
　
宏
和

二
位
　
岡
本
　
誠
司

三
位
　
田
渕
　
那
国

■
1
5
キ
ロ
　
〓
般
男
子
）

一
位
　
坂
根
一
弘

二
位
　
中
島
　
　
淳

三
位
　
岩
見
　
慎
也

‘
1
0
キ
ロ
　
〓
般
男
子
）

一
位
　
小
原
　
浩
詠

二
位
　
小
椋
　
　
勝

三
位
　
益
田
　
和
幸

■
1
0
キ
ロ
　
〓
般
女
子
）

一
位
　
森
山
　
知
歩

二
位
　
松
本
　
早
代

三
位
　
笹
問
　
え
り

■
1
0
キ
ロ
　
（
中
学
男
子
）

一
位
　
日
置
　
健
二

二
位
　
松
本
　
浩
延

三
位
　
高
野
　
勇
太

■
5
キ
ロ
　
（
中
学
女
子
）

●スノーマンコンテストに挑戦

平崎　薫さん（広島県）

初めて歩くスキーに挑戦しま

した。友達6人と参加しましたが、

帰りの登り道がきつくてみんな

に置いていかれそうでした。わ

いわいガセガヤで、終わってみ

ればあっという間でした。

雪山がとってもきれいでした。

位位位

槙
原
　
歩
美

内
田
麻
衣
子

山
形
　
亜
紀

■
5
キ
ロ
　
（
小
学
男
子
）

位位位

木米朝
村田倉

達
弥

大
地

広
輝

■
5
キ
ロ
　
（
小
学
女
子
）

一
位
　
遠
藤
　
香
里

二
位
　
山
形
　
陽
子

三
位
　
岩
田
　
咲
菜

鳥
取
県

島
根
県

兵
庫
県

京
都
府

鳥
取
県

島
根
県

島
根
県

島
根
県

鳥
取
県

岡
山
県

鳥
取
県

鳥
取
県

島
根
県

鳥
取
県

島
根
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

兵
庫
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

島
根
県

○
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㊤賞状を手に喜びの川上部長（中央）と村上さん

町民のみなさんに外国を身近に感じてもらおうと、

IEA江府（国際交流協会）主催の国際理解講座が、

山村開発センターで、3月8日開かれました。

講師は、アフリカのケニアから米子高専に留学

中のクリアさんです。グノアさんは、来日した当時、

文字がわからず洗剤を食用油とまちがえて使った

ことや、初めて雪を見て感動したことなど日常の出

来事を、ユーモアを交えて話し、参加者は終始笑

顔で講演を聴き入っていました。

スポーツの振興・普及に尽力された団体及

び個人を称える日本海新聞スポーツ表彰授賞

式が、3月26日に役場であり、体育協会スキ

ー部（川上富夫部長）にスポーツ大賞、村上

勉さんに奨励賞が贈られました。

同スキー部は、奥大山でスキー学校を開き、

また各種スキー大会の運営にも精力的に貢献。

村上さんは、体育協会水泳部長として後進を

指導し、底辺拡大に努められたことによりそ

れぞれ受賞されました。

匪落丁‾‾二

e体験談をユーモアを交えて話すクリアさん

○輪になり数珠を回す地区のみなさん

柿原公民館に集落の人たち75人が

集まり、3月20日、数珠くり祈とうが行なわ

れました。これは、毎年彼岸の中日に行

われているもので、参加者が輪になり、お

よそ30㍍の数珠を回し、直径10㌢ほど

の2つの大きな珠が回ってくるとそれを

持ち、願い事を祈ります。

参加者は「この行事がくると春がきた

なと思います。今年もみんなが元気で過

せれば」と話していました。

◎
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あなたのまわりの
明るい話題お知ら
せください。
総務課℡75－2211

日輪闇で3月9日、露の新治さんらによる恒例の

「春を呼ぶ寄席」（蕗の新治を育てる会主催）

が開かれ、約150人の町民が落語を楽しみました。

はじめに去年夏に開かれた、ちびっこ落語教

室に参加した町内の小学生7人が登場。堂々

の話ぶりに観客から大きな拍手がわきました。

その後、露の新治さんや桂こけしさん、桂小

文吾さんが絶妙な話術を披露し、観客を笑いの弓
渦の中に巻き込んでいました。

この日の、収益金の一部は鳥取県西部地震　弓

の義援金として、同会の川端雄勇会長から福

田町長に手渡されました。

㊥閉所となった
同事業所

◎

○楽しい落語を披露する
ちびっこ落語家と露の新治さん

裏
頂
戴
削
ぎ
等
所

小江尾におかれていた大山山ろく開拓建設事

！業所江府支所が、下蚊屋ダム完成により役目を終え、

3月28日に同支所で閉所式が行なわれました。

′　　この支所は、下蚊屋ダムが計画された同時期の

昭和49年開所され、27年間にわたり、国道482号

の付け替えを含め、県西部一円の農地に用水を送　⑳

るための同ダム建設を進めてきました。

開所式では、橋本所長が「下蚊屋や助沢をはじ

め地元の協力によって完成しました。1市7町の農

地が潤う日がもうすぐくるでしょう」とお礼を述べた

あと、関係者が看板をはずしました。

江府町赤十字奉仕団（福田絹江委員長19人）は、家庭

にしまってある着物などを持ちよって「袖なし」を縫い、ひとり

で暮らしておられる高齢者に贈りました。

3月6日には、団員が大河原の松島春子さん宅を訪問し、

花模様の入ったベージュの袖なしを手渡しました。同団は、3

年前からこのプレゼントを続けており、今年は8名に贈りました。

調
」
⑳松島さん（右）に袖なしを手渡す福田委員長
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明道児童館　75－2624

給食センター　75－2004

こどもの国保育園　75－2704

カサラフアーム　75－3377

エパーランド奥大山　77－2828

¶AT ON　　8関野⑬閑醐一免Tl⑬悶一一一一一一眼『⑳発明品下田悶

国税専門官募集
■受験資格

1昭和49年4月2日

～昭和55年4月1日生まれの方

2　昭和55年4月2日以降生まれの

方で次に掲げるもの

（1）大学を卒業した方及び平成14

年3月までに大学を卒業する見

込みの方

（2）人事院が（1）と同等の資格

があると認める方

1受験申込期間

5月10日（木）まで

■第1次試験

試験日　平成13年6月17日（日）

試験地　広島市、岡山市、松江市

｝問い合わせ先

広島国税局人事第二課試験研修係

℡082－221－9211

またはお近くの税務署へ

外国人登録上特別永住者として永住して

いる方などで元軍人軍属等の皆さまへ

弔慰金・見舞金が支給されます

■対象者

昭和12年7月7日以後の公務傷病

により

①昭和16年12月8日以降死亡され

た方の遺族

②重度の障害の状態にある方

③重度の障害の状態にあった方の遺族

■支給内容

上記の①又は③に該当する方は弔

慰金260万円

上記の（むに該当する方は見舞金等

400万円

■請求期間

平成13年4月1日～平成16年3月31日

■問い合わせ先

江府町役場町民課

℡75－3223へ

◎

総合健康福祉センター

福祉保健課　75－6111

江尾診療所　75－2055

8悶『⑬開聞風78⑳恥ヨ　一一・ヨ悶FQRMA甘肖⑳銅

臭大山和ルの里交流センターに

視聴覚機器設置
ビデオ・DVD・PAが設置されました。

イベント、会議等に活用します。

■問い合わせ先

江府町役場企画政策室

（℡75－2211）

または、奥大山チロルの里交流センター

（℡75－3188）

この視聴覚機器は、自治宝くじの普及

広報事業として（財）自治総合センター

が行う、平成12年度コミュニティー助成

事業により整備されました。

平飢主眼まくⅦ舶射

BNFQRMATB①悶・Ⅷ矧刑部削吼獄耶◎側

ふるさと鳥取就職面接会

鳥取県では、来春大学・短大・専

修学校などを卒業予定の方、県外企

業に就職していて∪・lターン就職

を希望されている方などを対象に、

企業との就職面接会を開催しますので、

お気軽にご参加ください。

○東京会場　平成13年5月9日（水）

フォーラム8

0大阪会場　平成13年5月10日（木）

大阪新阪急ホテル

○広島会場　平成13年5月15日（火）

八丁堀シャンテ

なお、8月上旬に県内会場（鳥取・

倉吉・米子）においても開催する予

定です。

■問い合せ先

県庁労働雇用課

（℡0857－26－7692）

鳥取労働局職業安定部

（℡0857－22－7000）

毛無山登山造山問き祭
■日　時　4月29日（日）午前9時30分～　神事

10時00分～　登山

霊場　所　登山道入口（俣野川ダムサージタンク展望駐車場）
※参カロ希望の方は、直接現地へお集まりください。

「▲一▲ 一▼‾「寧平野

主　　　　催　　白馬の会
問い合わせ先　江府町役場内（宮本・藤原明・加藤）
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役場への電話は・・・　企画政策室75－2211
『市外局番0859●

ファックス75－2389

総務課75－2211

同和対策室75－2211

翫細許⑳嗣MA冒⑳細－一眼劇蹄詳屑R鳳AT】Ol絹

ぐ
＼

第2分団
佐々木　康

（洲河崎）

町　民　課

出　納　室

産業振興課

農林土木課

建設環境課

INFORMATlDN

75－3223

75－2211

75－3222

75－3305

75－3306

1NFORMATさON

議会事務局

農業委員会

教育委員会

公　民　館

総合体育館

図　書　館

川NFORM瓜乱丁駐⑬掴

町消防団に4人の新入団員！

第1分団
篠　村　友　紀

（小江尾）

7
／とこ　、＿＿＿

第1分団
末　次　三智生

（久連）

自分のために、豪族のために
－みんなの安心

新しい成年後見制度
成年後見制度ってごんな制度ですか？
痴呆症の方、知的障害のある方、精神障害のある

方など判断能力の不十分な方々は　財産管理や身上

監護（介護、施設への入退所などの生活について配

慮すること）についての契約や遺産分割などの法律

行為を自分で行うことが困難であったり、悪徳商法

などの被害にあうおそれがあります。このような判

断能力の不十分な方々を保護し支援するのが新しい

成年後見制度です0　　　　　●

口許しくは、町民課

℡7ト3223へ　蓮

判断能力の不十分な方々

⑳

＼歴／＼
′や．．＿一ノ

第1分団
川　端　陸　嗣

（本五）

75－3307

75－2211

75－2223

75－3211

75－3229

77－2000

1NFORMAT10N INFC隼は

町
消
防
団
に
、
四
人
が
新
た
に
入
団
し
、

四
月
一
一
日
に
役
場
会
議
室
で
芦
立
団
長

か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

入
団
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

こいのぼり大募集

受付期限　4月25日（水）

受付場所　役場建設課（℡75－3306）

＊こいのぼりの素材は、ナイロン製のものを

お願いします。

緑の募金
′

にご協力を
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同和教育啓発資料

あかるいこころ第17集発行
家庭・地域・職場の研修でご利用ください。

教育委員会では、3月10日同和教育啓発資料「あかるいこ

ころ第17集」を発行しました。

部落の歴史や人権問題等を中心に、分かりやすい文章と

イラストでテーマごとにまとめてあります。また今回は児

童生徒の人権作文・標語の優秀作品を紹介していますので、

ぜひご一読下さい。

現在分館長さんを通じて町内全世帯に配布してありますが、

各種研修会等で部数が必要な場合には残部がありますので

教育委員会事務局（75－2223）までご相談ください。

『l｝「

ヽ－ヽ醇
差別のない豊かな
社会をめざして

∴
／
1
、
・

ノ
¢

1
－
レ
け
■

ノ
′
、

≡芸悪£喜　那集

恥
地
域
懇
談
会
反
省
会
を
聞
謄

三
月
二
十
八
日
、
小
地
域
懇
談

会
反
省
会
が
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

を
主
会
場
に
出
向
者
六
十
三
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

度
の
小
地
域
懇
談
会
は
九
月
二
十

六
日
の
袋
原
集
落
を
皮
切
り
に
三

十
四
会
場
三
十
六
集
落
で
実
施
し
、

町
民
五
八
六
名
の
方
々
に
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
残
念

な
が
ら
鳥
取
県
西
部
地
震
の
影
響

等
で
公
民
館
等
が
被
災
を
受
け
一

旦
、
下
安
井
、
日
の
話
の
三
集
落

が
現
在
ま
だ
実
施
で
き
て
い
な
い

状
況
で
す
。

反
省
会
で
は
、
福
田
同
和
教
育

推
進
協
議
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
出
向
者
十
三
班
が
六
分
散
会

に
分
か
れ
て
各
集
落
で
の
小
地
域

懇
談
会
で
出
た
内
容
や
成
果
と
課

題
・
次
年
度
へ
の
取
組
み
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

成
果
と
し
て
は
、
会
を
重
ね
る

ご
と
に
会
場
の
雰
囲
気
が
良
く
な

っ
て
き
た
。
本
音
で
話
し
合
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
歴
史
を
勉

強
し
て
被
差
別
部
落
が
ど
う
し
て

出
来
た
か
初
め
て
知
っ
た
等
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
確
実
に

成
果
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
女
性
の
参
加

◎

者
が
少
な
い
　
（
家
族
参
加
を
呼
び

か
け
る
）
。
歴
史
は
勉
強
に
な
っ

た
が
話
が
し
に
く
か
っ
た
、
身
近

な
教
材
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

出
向
者
が
話
し
合
い
の
テ
ー
マ
を

し
っ
か
り
認
識
し
　
「
ビ
デ
オ
の
感

想
は
」
　
と
い
う
進
め
方
で
は
な
か

な
か
意
見
が
出
に
く
い
等
積
極
的

に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

A第6分散会のようす
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＝
－
ふ
る
さ
と
の
故
事
・
こ
と
わ
ざ
」
集
発
刊

郷
土
の
口
承
文
化
を

新
し
い
世
紀
に
残
そ
う

明
徳
学
園修

了

⑳

古
来
か
ら
先
人
の
生
活
の
知

恵
・
教
訓
で
あ
り
、
言
葉
の
技
と

も
い
わ
れ
た
故
事
・
こ
と
わ
ざ
が

社
会
生
活
の
変
化
に
伴
っ
て
そ
の

多
く
が
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
明
徳
学
園
自
治
会
が

中
心
に
な
っ
て
新
し
い
世
紀
に
残

そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
町
の
老
人

ク
ラ
ブ
・
ふ
る
さ
と
を
知
る
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
平
成
十
年
度

か
ら
三
ケ
年
計
画
で
収
集
・
執

筆
・
編
纂
な
さ
れ
た
も
の
で
す
。

全
国
編
八
〇
〇
旬
、
郷
土
編
四

〇
〇
旬
を
掲
載
、
B
5
変
型
、
三

〇
〇
ペ
ー
ジ
で
作
成
さ
れ
た
も
の

で
す
。各

家
庭
に
一
冊
謹
呈
致
し
ま
す
が
、

他
に
ご
希
望
の
方
は
、
一
冊
一
、

二
〇
〇
円
で
お
分
け
致
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
江
府
町
公
民
館
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話
番
号
　
七
五
－
三
二
一
一

ふ
る
隻
の
畝
！
と
管

も

竜

忘

■

′

㌔

0経過報告される小田隆さん

′

．

■

ヽ

▲

■

r

R
か
吼
く
り
小
山
色
b
h

∴
圭

∴

6
生
と
｛
ウ
リ
日
川
か
ら

は
Ⅶ
Ⅳ
m
t
二
￥
す
る
と

ぶ
れ
も
れ
ん

．
ユ
　
■
【
一
■
，
▼
▲
▲
r
中
■
＿

怒明徳学園に感謝状

三
月
二
十
七
日
　
（
火
）
　
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
、
明
徳
学
園
の
修

了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
普
通
科
七
人
、
高
等

科
一
〇
人
の
方
が
課
程
を
修
了
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
各
科
の

単
位
取
得
者
は
、
百
三
十
八
名
で

し
た
。

皆
勤
賞
三
十
五
名
、
精
勤
賞
四

名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

精
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

・
本
一
梅
林
　
明
章
さ
ん

（
二
十
三
年
間
勉
学
に
励
ま
れ
ま

し
た
）

・
下
蚊
屋
　
小
椋
　
千
代
さ
ん

（
二
十
年
間
勉
学
に
励
ま
れ
ま
し

た
）

・
小
　
原
　
川
上
　
静
枝
さ
ん

（
十
七
年
間
勉
学
に
励
ま
れ
ま
し

た
）

・
袋
　
原
　
新
見
美
屋
子
さ
ん

（
十
七
年
間
勉
学
に
励
ま
れ
ま
し

た
）十

三
年
度
の
入
学
式
は
、
四
月

二
十
四
日
　
（
火
）
　
の
予
定
で
す
。

●謝恩会での乾杯
電停
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ふるさとの文化を再発見しよう

春仙み野外学習講座開講
3月29日（木）に、小中学生を

対象に野外学習講座を開催、15

名の参加者がありました。

午前中は、蒜山郷土歴史館で国

指定史跡・四ツ塚古墳群の第一号

填、竪穴式住居を見学しました。

午後からの予定は、悪天候により

中止としました。とても残念でし

たが、町内の文化に触れる機会を

またつくりたいと思います。その

⑳　時には、たくさんの参加をお待ち

しています。

●塩釜の源泉でおいしい水を

第17回　国民文化祭・とつとリ2002

⑳　夢フェスタとっとり
～ふるさとふれあい夢づくり～
平成14（2002）年10月12日同一11月4日田

○江府町のプレ国民文化祭は10月上旬開催予

定です。

O「水」をテーマにして国民文化祭に取り組みます。

一人一人が水をきれいになるように心がけ自

然を守りましょう！

池
ノ
内

ふ
る
さ
と
文
化
祭

三
月
十
一
日
　
（
日
）
　
池
ノ

内
会
館
で
、
第
三
回
ふ
る
さ

と
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

「
二
十
世
紀
の
郷
土
回
顧

と
住
民
作
品
展
」
　
と
題
し
て
、

地
区
住
民
の
方
々
が
、
持
ち

寄
っ
た
郷
土
に
ま
つ
わ
る
品
、

千
人
針
・
軍
隊
手
帳
・
蓄
音

機
・
地
区
住
民
の
作
品
な
ど
、

九
十
点
あ
ま
り
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

で
顔
を
見
た
こ
と
も
な
い
方
々
が
、
友

達
に
な
れ
た
こ
と
が
こ
の
一
年
間
の
成

果
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
十
三
年
度
も
新

し
い
友
達
を
迎
え
て
楽
し
く
過
ご
せ
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

開
講
式
は
、
四
月
二
十
日
の
予
定
で

す
。

●「火曜の会」人形劇

平
成
十
二
年
度
の
じ
ゃ
り
ん
こ
く
ら
ぶ
の
開
講
式
が
三
月
二
十
一

日
　
（
水
）
　
に
子
供
の
国
保
育
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
保
育
園
児
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
　
「
火

曜
の
会
」
　
の
人
形
劇
・
手
遊
び
、
笑
い
あ
り
、
歓
声
あ
り
と
、
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

十
二
年
度
は
、
講
演
・
製
作
活
動
・
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
今
ま

翫
㌃
い
く
か
凱
当
．
．
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山
l
学
生
が

】
由
－
配
善
傭
験
－
・

三
月
十
一
日
　
（
日
）
、
下
蚊
屋

公
民
館
で
下
蚊
屋
・
六
年
生
の
子

ど
も
た
ち
五
名
に
よ
る
　
「
下
蚊
屋

荒
神
神
楽
」
　
の
取
材
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
鳥
取
県
企
画
部
の

「
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
鳥
取
県
の

祭
、
伝
統
行
事
等
の
紹
介
冊
子
」

作
成
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
各
市
町
村
の
子
供

た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
郷
土
の
誇

る
文
化
を
広
く
紹
介
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

当
日
は
、
保
存
会
の
会
長
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の
方
か
ら

「
下
蚊
屋
荒
神
神
楽
」
　
の
由
来
や

活
動
状
況
に
つ
い
て
、
ビ
デ
オ
を

ま
じ
え
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
小
学
生
た
ち
か
ら
は
　
「
神
楽

は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す

か
～
」
　
「
ど
ん
な
と
き
が
楽
し
い

で
す
か
？
」
　
「
神
楽
の
衣
装
は
高

価
な
も
の
で
す
か
？
」
　
な
ど
、
活

発
な
質
問
が
飛
び
出
し
て
い
ま
し

た
。子

供
た
ち
は
、
全
員
地
元
の
子

⑳

た
ち
な
の
で
神
楽
を
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、
詳
し
い
内
容
を
知

っ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

「
大
き
く
な
っ
た
ら
神
楽
を
舞

っ
て
み
た
い
」
　
「
貴
重
な
民
俗
行

事
だ
と
い
う
こ
と
が
良
く
わ
か
っ

た
」
　
「
私
た
ち
も
神
楽
に
参
加
し

永
く
守
っ
て
い
き
た
い
」
　
な
ど

と
、
う
れ
し
い
感
想
が
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
よ
る
各
市
町
村
の

子
ど
も
た
ち
の
取
材
状
況
が
日
本

海
新
聞
に
シ
リ
ー
ズ
掲
載
の
予
定

で
す
。
又
、
県
内
の
祭
・
民
俗
行

事
を
ま
と
め
本
に
さ
れ
る
予
定
で

す
。

笛
飾
れ
兵
衛
の

お
も
ち
ゃ
趨
コ
ン
サ
ー
ト

三
月
十
一
日
　
（
日
）
、
江
府
町

日
輪
闇
に
お
い
て
チ
ロ
ル
文
庫
主

催
に
よ
る
　
「
お
も
ち
ゃ
箱
コ
ン
サ

ー
ト
」
　
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
鳥
取
県
親
子
こ
ど
も
劇

場
が
鳥
取
西
部
地
震
の
被
災
支
援

事
業
の
一
環
と
し
て
チ
ロ
ル
文
庫

に
開
催
を
依
頼
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
笛
の
演
奏
家
で
あ
る
笛

師
九
兵
衛
さ
ん
に
よ
る
チ
ン
ド
ン

セ
ッ
ト
を
背
負
っ
て
の
演
奏
や
、

空
缶
の
笛
、
ち
く
わ
で
作
っ
た
食

べ
ら
れ
る
笛
な
ど
、
身
の
ま
わ
り

の
様
々
な
も
の
で
つ
く
っ
た
ま
じ

め
な
笛
・
へ
ン
テ
コ
笛
で
の
楽
し

い
演
奏
会
で
し
た
。

会
場
の
子
ど
も
た
ち
も
大
よ
ろ

こ
び
で
し
た
。

教
育
委
員
会
刊
行
物
の
ご
案
内

教
育
委
員
会
で
は
、
郷
土
資
料

と
し
て
冊
子
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
教
育
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
江
府
町
の
文
化
財
探
訪
第
一
集

江
府
町
内
の
各
種
文
化
財
や
城

郭
跡
に
つ
い
て
の
資
料
で
す
。

B
五
版
　
八
六
ペ
ー
ジ

千
二
百
円

○
江
府
町
の
文
化
財
探
訪
第
二
集

「
江
府
町
の
石
造
物
」

町
内
に
残
る
五
輪
塔
、
地
蔵
な

ど
を
始
め
と
す
る
石
造
物
を
調
査

し
掲
載
し
て
い
ま
す
。

B
五
版
一
四
八
ペ
ー
ジ

千
二
百
円

○
江
府
町
「
山
野
の
花
ご
よ
み
」

A
四
版
カ
ラ
ー
一
七
〇
ペ
ー
ジ

五
千
円

江
府
町
内
に
咲
く
草
花
約
五
百

点
を
掲
載
。
日
頃
ど
こ
で
も
見
ら

れ
る
種
か
ら
、
貴
重
な
草
花
ま
で

カ
ラ
ー
写
真
に
よ
り
図
鑑
と
し
て

活
用
で
き
ま
す
。

㊤
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遺すす血の諒旦∃：

八
月
の
博
物
館
　
　
　
瀬
名
　
秀
明

二
十
年
前
の
夏
の
午
後
、
終
業
式

の
帰
り
に
ふ
と
足
を
踏
み
入
れ
た
洋
館
。

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

で
あ
る
と
い
う
そ
の
奇
妙
な
洋
館
の

扉
か
ら
、
ト
オ
ル
は
時
空
を
超
え
て
、

物
語
の
謎
を
ひ
も
と
く
壮
大
な
冒
険

へ
と
走
り
出
す
。

プ
ラ
ナ
リ
ア
　
　
　
　
山
本
　
文
緒

乳
ガ
ン
の
手
術
以
後
、
何
を
す
る

の
も
か
っ
た
る
い
二
十
五
歳
の
青
春
。

働
か
な
い
彼
女
た
ち
が
抱
え
る
や
る

せ
な
い
想
い
を
描
く
五
つ
の
心
の
か

た
ち
。

犬
と
生
き
る

T
B
S
ど
う
ぶ
つ
奇
想
天
外
ス
タ
ッ
フ

人
は
犬
と
出
会
い
、
と
も
に
生
き
、

別
れ
に
涙
す
る
。
「
ど
う
ぶ
つ
奇
想

天
外
」
　
の
人
気
特
集
を
一
冊
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
し
た
、
涙
な
し
で

は
語
れ
な
い
、
人
と
犬
の
き
ず
な
物
語
。

◎

光
に
向
か
っ
て
0
0
の
花
束高

森
　
顕
徹

歴
史
上
の
人
物
の
成
功
談
や
失
敗
談
、

心
あ
た
た
ま
る
話
題
の
中
か
ら
、
お

も
し
ろ
い
話
を
選
び
、
ま
と
め
た
書
。

本
文
中
の
す
べ
て
の
漢
字
に
ふ
り
が

な
を
付
け
た
、
子
供
か
ら
シ
ル
バ
ー

世
代
ま
で
家
族
で
楽
し
め
る
人
生
読
本
。

束

姫

椿
　
　
　
　
　
　
浅
田
　
次
郎

ペ
ッ
ト
に
死
な
れ
た
独
身
O
L
、
不

況
で
自
殺
を
考
え
る
経
営
者
、
妻
に
先

立
た
れ
た
大
学
教
師
、
凍
て
つ
い
た
心

を
抱
え
る
人
々
に
、
救
い
の
手
は
さ
し

の
べ
ら
れ
る
の
か
。
冬
の
公
園
の
日
溜

ま
り
に
も
似
た
微
か
な
温
も
り
。
あ
な

た
の
心
を
静
か
に
温
め
る
八
つ
の
物
語
。

ビ
タ
ミ
ン
F
　
　
　
　
重
松
　
　
清

炭
水
化
物
や
タ
ン
パ
ク
質
や
カ
ル

シ
ウ
ム
の
よ
う
な
小
説
が
あ
る
の
な
ら
、

ひ
と
の
心
に
ビ
タ
ミ
ン
の
よ
う
に
は

た
ら
く
小
説
が
あ
っ
た
っ
て
い
い
。

そ
ん
な
思
い
を
込
め
た
、
元
気
を
は

こ
ぶ
七
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
。

私
の
死
亡
記
事
　
　
　
文
聾
春
秋
編

棺
の
蓋
を
す
る
前
に
、
人
生
を
自

己
評
価
し
て
み
た
ら
…
…
。
各
界
著

名
人
一
〇
二
人
が
自
ら
の
　
「
死
亡
記

事
」
　
を
執
筆
。
抱
腹
絶
倒
、
時
に
ほ

ろ
り
と
さ
せ
ら
れ
る
墓
碑
銘
の
数
々
。

昆

瞳

愚
　
意
9
　
【
I
感

冒
旨
．
H
h
．
雲
．
」
盟

金
持
ち
父
さ
ん
貧
乏
父
さ
ん

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ヨ
サ
キ

金
持
ち
に
な
る
た
め
に
は
た
く
さ

ん
稼
ぐ
必
要
が
あ
る
と
い
う
「
神
話
」

を
く
つ
が
え
す
。
持
ち
家
が
資
産
だ

と
い
う
　
「
信
仰
」
　
を
揺
る
が
す
。
ア

メ
リ
カ
の
金
持
ち
が
教
え
て
く
れ
る

お
金
の
哲
学
。

亡
記
事

轡分賢一‾哀ソJ√
量　の

田　　死

葺

金

屈

　

錮

（
．
　
a

rl」thDdLl．PqPrDdd

ロバートキヨサキ

シャロン・レ；ゆ」

自損巣旺芋・J

貰
腰
よ
し
輔

㊧
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大
会
結
果

第
二
十
四
回
新
春
町
民
マ
ラ
ソ
ン

大
会

一
月
八
日
　
（
月
）
、
江
尾
駅
前

の
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
で
百
十
二

名
参
加
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

∧
個
人
の
部
∨

幼
児

森
　
川
　
圭
二
郎

藤
　
田
　
裕
　
義

藤
　
田
　
美
　
咲

中
学
校
男
子

一
位

二
位

中
学
校
女
子

一
位

二
位

三
位

一
般一

位
二
位

三
位

∧
継
走
の
部
∨

加赤桜　　林梅門　加林

藤井井　　　林脇　藤

雄一和　正　寿　知隆

三郎男　代綾子　宏一

小
学
校
低
学
年
男
子

一
位
　
　
　
澤
　
田
　
泰
　
夢

二
位
　
　
　
森
　
　
　
剛
　
大

三
位
　
　
　
谷
　
口
　
宗
一
郎

小
学
校
低
学
年
女
子

一
位
　
　
　
篠
　
田
　
優
　
衣

小
学
校
高
学
年
男
子

中
学
校
男
子

一
位

二
位

三
位

中
学
校
女
子

一
位

二
位

三
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
A

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
B

剣
道

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
A

バ
レ
ー
A

バ
レ
ー
B

四
位
　
　
　
高

五
位
　
　
　
加

六
位
　
　
　
加

小
学
校
高
学
年
女
子

一
位
　
　
　
山

二
位
　
　
　
村

三
位
　
　
　
坂

四
位
　
　
　
野

五
位
　
　
　
小

六
位
　
　
　
高

小
学
校
高
学
年
男
子

一
位
　
　
　
高

二
位
　
　
　
小

三
位
　
　
　
小

四
位
　
　
　
高

五
位
　
　
　
新

六
位
　
　
　
瀧

津倉口本上形　藤藤津

智信め彩千珠　　　　宏

草子い香春礼　僚匠史

」

吊

り

／

′
m
血
腫
椚
し

三
位
　
　
　
日
光
B

∧
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
∨

真
　
田

田相模

橋谷谷橋田田

勇
一

員
　
裕

健
太
郎

和
　
宏

剛
　
司

智
　
康

中
学
校
女
子

一
位

二
位

福後

田藤

一
位
　
　
　
佐
々
木

二
位
　
　
　
瀬
　
島

三
位
　
　
　
宇
田
川

小
学
校
高
学
年
女
子

一
位
　
　
　
藤
　
田

二
位
　
　
　
足
　
立

三
位
　
　
　
米
　
田

裕敏祥

介啓太

実
　
奈

麻
由
美

麻
　
美

第
二
十
六
回
奥
大
山
ス
キ
ー
大
会

一
月
二
十
七
日
　
（
土
）
　
奥
大
山

ス
キ
ー
場
で
今
回
始
め
て
種
目
に

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
取
り
入
れ
、
百

四
十
一
名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

＜
大
回
転
＞

小
学
校
低
学
年
女
子

一
位
　
　
　
小

二
位
　
　
　
村

三
位
　
　
　
広

四
位
　
　
　
建

五
位
　
　
　
奥

六
位
　
　
　
西

小
学
校
低
学
年
男
子

一
位
　
　
　
秋

二
位
　
　
　
小

三
位
　
　
　
瀧

田谷葉　田田部瀬上谷

教唆健　絢美綾美歩彩

浩慈太　臨里香香美実

中
学
校
男
子

一
位
　
　
　
山

二
位
　
　
　
新

三
位
　
　
　
秋

四
位
　
　
　
高

五
位
　
　
　
加

形田葉津藤

六
位
　
　
　
浦
　
部

∧
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
∨

小
学
校
低
学
年
女
子

一
位
　
　
　
内

二
位
　
　
　
石

三
位
　
　
　
足

四
位
　
　
　
田

五
位
　
　
　
藤

小
学
校
低
学
年
男
子

一
位
　
　
　
高

二
位
　
　
　
木

村橋　定辺羽津藤

速了　　　智未志水　　　達知直売真純　真由

也大　舞夏帆歩書　　　洋宏明佑司可　帆希

小
学
校
高
学
年
女
子

一
位
　
　
　
山

二
位
　
　
　
遠

三
位
　
　
　
馬

四
位
　
　
　
遠

五
位
　
　
　
模

六
位
　
　
　
高

小
学
校
高
学
年
男
子

一
位
　
　
　
木

二
位
　
　
　
相

三
位
　
　
　
字

四
位
　
　
　
田

五
位
　
　
　
遠

六
位
　
　
　
小

中
学
校
女
子

一
位
　
　
　
内

中
学
校
男
子

一
位
　
　
　
松

二
位
　
　
　
三

三
位
　
　
　
塩

団
体
小
学
校
女
子

辺見原形藤西藤原橋

大直岳聖陽香由

深里子　規希康大

一
般
女
子

一
位

二
位

三
位

一
般
男
子

一
位

二
位

三
位

碇長上　　角吉碇

田田　　田儀

和　　　日弘と
南　　よ

久昇　子美み

義
　
治

愛
沙
美

早
　
苗

朱
　
里

第
十
五
回
江
府
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会二

月
十
一
日
　
（
日
）
　
江
府
町
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

女
子
の
部

位
二
位

椋藤中田見村

貴英　壮孝広

志二将志佑輝

見須本　　田

麻
衣
子

男
一子　　三

位　位　位の　　位
部

由裕浩

之生延

白古勝小川三　河河長江福岡

石川見谷上輪　上上尾本田田

健睦　美春理由智千

二実　奈美美美恵春

幸
之
介

修
　
平

滴
　
弘

耕
　
路

一
位
　
　
　
日
光
A

二
位
　
　
　
石
見
東
A

三
位
　
　
　
石
見
東
B

団
体
小
学
校
男
子

一
位
　
　
　
日
光
A

二
位
　
　
　
石
見
東
A
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日野病院放射線室

橋本義行技師

M
R
I
の
宙
介

日
野
病
院
の
新
築
移
転
に
伴
い
、

M
R
I
に
よ
る
診
療
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

M
R
I
と
は
、
磁
気
共
鳴
診
断

装
置
の
こ
と
で
す
。
C
T
が
放
射

線
を
使
っ
た
画
像
診
断
、
エ
コ
ー

が
超
音
波
を
使
っ
た
画
像
診
断
で

あ
る
よ
う
に
、
M
R
I
は
磁
石
を

使
っ
た
画
像
診
断
装
置
で
す
。
一

見
し
た
と
こ
ろ
、
M
R
I
装
置
は

C
T
装
置
に
似
て
い
ま
す
が
、
人

間
の
入
る
部
分
が
長
く
、
小
さ
な

ト
ン
ネ
ル
の
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
い
う

大
き
な
音
が
す
る
た
め
に
、
何
と

な
く
不
安
に
な
る
方
も
い
ま
す
が
、

痛
く
も
輝
く
も
な
い
検
査
で
す
。

検
査
時
間
は
、
検
査
の
部
位
、
内

容
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
一

人
あ
た
り
三
十
分
か
ら
一
時
間
を

必
要
と
し
ま
す
。

■
　
　
　
　
　
＋

M
R
I
で
は
磁
気
共
鳴
と
い
う

現
象
を
使
っ
て
画
像
化
し
ま
す
が
、

人
体
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
胎
児
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
デ
ー
タ
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
妊
娠
三
か
月

以
内
の
場
合
は
原
則
と
し
て
検
査

し
ま
せ
ん
。
ま
た
心
臓
の
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い
る
人
や
、

脳
動
脈
癌
ク
リ
ッ
プ
な
ど
、
体
内

に
金
属
の
あ
る
人
の
場
合
は
、
検

査
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

｛
　
　
　
　
　
　
■

こ
の
装
置
の
利
点
は
ま
ず
、
放

射
線
に
よ
る
人
体
の
影
響
が
な
く
、

骨
の
内
部
や
骨
の
陰
に
な
っ
て
い

る
部
分
の
像
も
得
ら
れ
、
ま
た
縦
、

横
、
斜
め
の
ど
の
方
向
か
ら
で
も

断
層
像
が
得
ら
れ
る
の
で
、
人
体

㊧

の
す
み
ず
み
ま
で
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
脳
に
関
し
て
い
え
ば
、

C
T
で
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
き

わ
め
て
小
さ
い
脳
梗
塞
を
映
し
出

せ
る
よ
う
に
な
り
、
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
M

R
A
と
い
う
造
影
剤
を
使
わ
な
く

て
も
血
管
だ
け
を
撮
影
す
る
こ
と

も
で
き
、
非
侵
襲
的
な
検
査
法
と

し
て
普
及
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

の
方
法
は
、
従
来
の
脳
血
管
撮
影

と
同
様
の
画
像
が
得
ら
れ
る
の
で
、

頭
部
領
域
で
は
、
脳
動
脈
癌
を
ク

モ
膜
下
出
血
を
お
こ
す
前
に
発
見

す
る
目
的
で
、
脳
ド
ッ
ク
検
査
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

M
R
I
は
医
療
機
器
と
し
て
十

分
な
安
全
が
保
障
さ
れ
た
装
置
で

す
か
ら
安
心
し
て
検
査
を
受
け
て

下
さ
い
。

○正常頭部MRアンギオ

⑬

（⑯　 ⑭　 ⑱ （⑱　　 4 月 分

求人事業所名 所　在　地 職　　　　 種 年　齢 黄　　　 金 就業時間

ケンアブ0 －チ有限会社 江尾47－9 縫製 18以上 115，000 8：00～17：00

有限会社　 浜　 本　 組 江尾1748－6 施工管理技術者 18～50 160，000～370，000 8：00～16：30

有限会社　 浜　 本　 組 5工尾1748－6 施工管理技術者見習 18～40 150，000～200，000 8：00～16：30

藤　　 田　　 林　　 業 5工尾1750－2 運転手 20～55 230，000～276，000 8：00～17：00

藤　　 田　　 林　　 業 5工尾1750－2 作業員 20～55 230，000～276，000 8：30～17：00

有限会社江府技研コンサルタント 武庫1198－1 一般土木設計（濯験者に限る）35～70 295，000～550，000 8：30～17：30

有限会社建設機械サービス 佐川1028－1 重機修理 18～35 180，000～250，000 8：30～17：30

社封乱し法人寿耕会（チロルの里） 久遠ワ ヘルパー 20～45 120，400 8：30～17：30

有限会社　 住　 田　 組 佐川882 型枠工 20～45 198，000～350，000 8：15～17：00

有限会社　 南大山建材 佐川159－12 大型運転手 25～54 200，000～250，000 8：00～17：00

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後お知らせする求人は全て男女不問です。）

●求人情報に関する問い合わせ先　 米 子公 共職 業安 定所根 雨 出張所 （T E L 7 2 －0 0 6 5 ）

※呵報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。
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人の動き
3月届

◎お誕生おめでとう
（敬称略）

（住所）　（氏名）（性別）（保護者）

下安井　三輪題笑　男　大輔

◎ご結婚を祝します

需要誓）
小江尾
米子市から

歪雫慧讐）窪孟去雪

荒聖霊空）是芸町から

鮎冨讐）
宵市
日吉津村から

萱讐千欝）是語ら
◎ごめい福を祈ります
（住所）　（氏名）（年齢）

日の詰

池の内
高　谷

新町一

歳
歳
歳
歳

5
　
2
　
5
　
3

7
　
8
　
4
　
7

雄
力
行
稔

義

　

一

屈
原
岡
本

中
藤
西
山

歯交通事故歯
●交通事故発生状況【町内】
人身事故　1件（4）
死　　者　　2人（0）
負傷者　　2人（7）
物損事故　11人（28）
⑳飲酒運転検挙者数【町内者】

0人・（0）
2月中のまとめ（）内は平成13年間累計

●交通死亡事故ゼロ継続日数

275日（平成13年2月28■日現在）

（）火　災や
●火災ゼロ継続日数

36日　（4月1日現在）

⑬

⑳

・・・豆腐とニラの辛みいた助・・・

蓼

新聞で見た料理をアレンジ

トウパンジャン、生妻、ニンニクなど香味や辛味で塩分は少なくても、

とてもおいしい一品です。

◆材　料（5人分）　　　　　◆作り方

木綿豆腐　　　1丁

ニラ　　　　　1束

豚ひき肉　　　1509

生麦　　　　　1カケ
ニンニク　　　　1カケ

キクラゲ　　　　8個

油　　　　　　　大さじ1

酒　　　　　　　大さじ2

砂糖　　　　　　小さじ1

しょうゆ　　　　大さじ2

トウバンジャン　小さじ1／2

エネルギー　＝…・180kcal

蛋白質　…………12．2g

塩　分　………＝・1．29

カルシウム　……113mg

（D　豆腐は2～3cmのさいの

目に切り、熱湯に通して水

切りをしておく。

②　ニラは3cm程度のザク切

りにする。

（卦　キクラゲは水につけても

どし、せん切りにする。

④　生麦、ニンニクはみじん

⑤④雲量妄…≡ジ三宝警這這、⑳
香りが出たら豚ひき肉を加

える。

⑥　⑤に火が通ったらキクラ

ゲとニラを力□えさっと炒め、

調味料を加え最後に豆腐を

入れて手早く炒め合せる。

担当：食生活改善推進協議会（新町2丁目）

こ
の
体
が
、
花
粉
症
発
症
二
十
周

年
を
迎
え
た
今
年
、
杉
花
粉
の
量
は
、

い
つ
も
の
十
倍
だ
と
か
。
毎
年
飲
ん

で
い
る
薬
の
効
き
が
確
か
に
患
い
。

し
た
た
り
落
ち
る
鼻
水
を
、
拭
き

過
ぎ
た
皮
膚
は
、
乾
い
た
春
風
を
浴
び
、

と
リ
ヒ
リ
と
痛
み
ま
す
▼
花
粉
症
と

は
縁
の
な
い
、
回
り
の
に
わ
か
花
粉

症
予
防
の
先
生
た
ち
は
、
ど
こ
で
聞

い
た
の
か
「
こ
の
っ
ぽ
を
押
せ
ば
治
る
」

と
か
「
体
質
改
善
に
は
、
風
呂
上
が

り
に
冷
水
を
あ
び
る
の
が
一
番
」
な
ど
、

無
責
任
な
治
療
方
法
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
場
で
は
聞
き
流
し
な

が
ら
、
わ
ら
に
も
す
が
る
思
い
で
、
こ

っ
そ
り
実
践
▼
幸
か
不
幸
か
こ
の
病
気
、

時
期
が
く
れ
ば
治
っ
て
し
ま
う
。
同

様
に
、
体
質
改
善
意
欲
も
す
っ
か
り

消
え
失
せ
て
し
ま
う
。
結
局
効
く
の

か
ど
う
か
わ
か
も
わ
か
ら
な
い
。
こ

の
繰
り
返
し
な
の
で
す
▼
そ
れ
で
も
、

バ
イ
オ
科
学
の
進
歩
は
す
さ
ま
じ
く
、

今
で
は
花
粉
の
飛
ば
な
い
杉
が
あ
る

そ
う
で
す
。
果
報
は
、
寝
て
待
て
と

は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
す
が
…
。
た
だ
、

今
植
え
ら
れ
て
い
る
杉
が
新
種
に

変
わ
る
の
は
い
つ
に
な
る
の
か
。
何

と
か
生
き
て
い
る
間
に
と
願
う
が
、

や
は
り
無
理
？
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元扇ネッツトヨタ鳥取（株）勤務

佐々木　弘　一さん

（洲河崎・25歳）

◎仕事について教えてください　　。

学生の頃、友人に誘われサーキット場に

出かけ、モータースポーツの魅力にとりつ

かれ、この仕事に決めました。

お客さんの意向にできるだけ応える事と

間違いのないように気をつけています。

年度変わりの今時分は、めちゃっくちゃ

忙しいです。

○通暁を数えてください　　。

高校からやっているバレーボールです。

江府クラブに入っていますが、週1～2回

練習しています。あと、ビリーヤード少々・

競馬ほどほどです。

⑳これからやってみたいことは　　。

それはもう高校の同窓会。だれか幹事を

してくれ－。

㊥増悪のタイプ概女性は・＋・。

不精者の自分を支えてくれる、今はやり

の年上。世話好き、そして家庭的な人。

●

01脹」う
75も＿（葦

み
ん
な
に
「
営
業
は
向
い
て
な
い
」
と

思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ・明倫小学校（新入生2人）

世帯数1，198世帯（－2）人口4，111人（－7）男1，945人（－5）女2，166人（－2）（）は前月比　3月末

陀萱萱　発行／江府町役場諾謁芸含冒涜聖賢胃野誓驚諜農芸詰　編集／総務課印刷／株式会社高下印刷
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